










要約:熊本県における周産期医療の実態について調査し、その結果をもとに総合および地

域周産期センターの配置試案を作成した。現時点で県中部の熊本市民病院が唯一総合周産

期医療センターの機能を備えており、県南部の水俣市立総合医療センターが地域周産期医

療センターの機能を備えていた。熊本県は人口186 方人で総合周産期医療センターは 2施

設が妥当とされるが、その地理的背景、人口分布等を考慮すると総合周産期医療センター

は 1施設、地域周産期医療センターは3～4施設とすることが実際的と考えられた。


